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〔翻　訳〕

１.はじめに

　2008年１月に開始された民主党（Democratic 

Party） の 大 統 領 予 備 選 挙（Presidential 

Primary Election）は，例年にない混戦となっ
た。知名度のあるニューヨーク州選出のクリン
トン（Hillary Clinton）上院議員に対して，イ
リノイ州選出のオバマ（Barack Obama）上院
議員が初戦となるアイオワ州での党員集会を制
したのを皮切りに勢いを増し，最終的に民主党
の大統領候補者指名は６月３日のモンタナおよ
びサウスダコタでの予備選が終わるまでもつれ
込んだからである１）。
　こうした状況になることは，以下の４つの理
由から，事前にある程度予測されていたと言え
よう。第１に，候補者の外見上によるものであ
る。アメリカ合衆国（以下，アメリカ）大統領
史上，アフリカ系アメリカ人，および女性が大
統領の座に就いたことがないため，史上初にかけ
る有権者の期待が高まったことが挙げられる２）。
オバマ氏の「変化をもたらそう（Change We 

Can）」とのスローガンは，アフリカ系アメリ
カ人だけでなく，若者や時のブッシュ（George 

W. Bush）政権からの脱却を必要とする有権者
にとっても魅力的に思われた。また，女性候補
者の出現は，女性大統領に対する待望論から，
多くの女性たちの関心をもたらした。
　第２に，2008年の大統領予備選挙は，1952年
以来，一般選挙の候補者に現職の大統領および

副大統領がいない稀な選挙であるだけでなく，
党内の指名選挙においても現職の大統領および
副大統領が候補者にいないという点では，1928

年以来の選挙戦であったからである。こうした
状況は，政権党ではない民主党にとってもチャ
ンスが生じた形となった３）。
　第３に，現職のブッシュ政権に対する有権者
の強い反発が見られたことである。特に，大量
破壊兵器に関して何ら確証がないまま開始され
たイラク戦争の長期化に対する反感は，根強い
ものとなっていた。このことは，予備選挙にお
ける民主党への登録者を増加させる上で重要な
要因となった４）。
　そして第４に，民主党内で，ミシガン州とフ
ロリダ州での予備選挙開催時期をめぐる制裁と
混乱があり，５月末に結論が出るまで，両州に
おける代議員の取り扱いについて不確定となっ
ていたことが挙げられる。
　従来，政党内での候補者指名は，東部での予
備選がはじまってまもなく，あるいは少なくと
もカリフォルニア州やニューヨーク州といった
人口の多い州をはじめとする多くの州が一同に
予備選挙を実施するスーパー・チューズデーま
でには実質的に終了していた。したがって，後
述するように，2008年の予備選挙は日程が前倒
しされたため，各党の予備選挙では以前にも増
して早い時期に頭角を現す大統領候補者が現れ
るものと思われていた。しかし，実際にはこう
した慣例は破られたのである。
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　本論文では，アメリカで最も人口の多いカリ
フォルニア州での2008年における民主党予備選
挙の特色を分析し，同州での予備選挙を制した
決定要因について検証することを目的としてい
る。その際，今回の選挙におけるラティーノの
政治参加がひとつの焦点となると考え，彼らの
動向にも着目することとした。また，州政府の
資料などに加えて，執筆者自らが実施したアン
ケートも資料として利用した５）。

２　カリフォルニア州における予備選
挙と影響力

１）2008年におけるカリフォルニア州での選挙
　カリフォルニアでは，2008年に３回の選挙が
実施された。第１回目は，２月５日の大統領予
備選挙であり，同時に州レベルのイニシアティ
ヴとして投票に付されることになった住民提案
（Propositions）も審議された。この段階では，
投票者は事前に登録をしておいた政党の候補者
のなかからひとりを選択し，その投票結果に応
じて全国党大会で票を投じる党内の代議員が選
出された。第２回目は，６月３日の予備選挙
（Primary）であり，ここでは州議会上院議員お
よび下院議員，市議会議員らが選出されたほ
か，州レベルの住民提案，および市町村レベル
での住民提案（Measures）が審議された。そ
して第３回目は，11月４日に行なわれた一般選
挙（General Election）で，制度としては大統
領選挙人を選出する間接選挙であるが，実質的
には有権者が各政党の大統領と副大統領候補者
の中から１組を選択し，アメリカの次期大統領
が決定された。その際，連邦議会議員やその他
の州および地方レベルの政治家，さらに州およ
び市町村レベルでの住民提案も行なわれた。本
稿では，第１回目の大統領予備選挙（以下，予
備選挙）に焦点を当て，論じることとする。 
　カリフォルニアでの予備選挙に関する手続き
は，州法によって詳細に定められている。たと
えば，2007年９月10日までに州知事による大統
領予備選挙に関する声明文が発行される（選挙

法第12000号），選挙登録は１月22日で締め切ら
れる （選挙法第2102号），投票時間は午前７時
より午後８時までである（選挙法第100，
12000，14212号），不在者投票は投票日の当日
午後８時までに郡選挙事務所もしくは郡のいず
れかの投票所にて受け取られなければならない
（選挙法第3017，3020号），そして，選挙に関す
る公式記録は選挙後28日以内，すなわち2008年
３月４日までに完了しなければならない（選挙
法第15372，15375号），といった具合である６）。
　アメリカでは，有権者は事前に選挙登録を行
なう必要があるが，その際，自分が支持する政
党を事前に表明するか，もしくは支持政党を明
かさないことにするのかという点についても選
択する７）。カリフォルニアでは，民主党とアメ
リカ独立党（American Independent Party）が
政党の登録をしていない有権者の投票も認めて
いたが，共和党はこれを認めなかった。また，
投票日の７日前までに郡選挙事務所に対して不
在者投票の請求をすると，有権者は不在者投票
を行なうことができた８）。
　予備選挙後，全国から各州の代議員が集結
し，投票が行なわれた。2008年の民主党全国大
会は，８月25日から28日にかけ，コロラド州デ
ンバーで開催され，共和党全国大会は９月１日
から４日にかけて，ミネソタ州ミネアポリスで
開催された。

２）早期実施による存在感の誇示
　各政党内における大統領候補者の実質的な指
名は，近年予備選挙の早い段階で決定してい
た。多くの場合，スーパー・チューズデー以前
にほぼ候補者は一本化されていた。したがっ
て，その後の予備選挙は実質的にはあまり関心
がもたれなかったと言うのが本音である。たと
えば，2000年にはまだ半分以上の州が投票を行
なう以前の３月７日に，史上最も早く候補者が
決定し，前回2004年の予備選挙では，ケリー
（John Kerry）候補がカリフォルニアでの投票
を前に，すでに勝利を手中に収めていた９）。
　では，カリフォルニアは予備選挙においてい
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つ重要な役割を果たしたのであろうか。それは
1972年に，マックガヴァン（George McGovern）
が候補者指名に必要な票をカリフォルニア州の
有権者が入れたときであり，共和党では1976年
にレーガン（Ronald Reagan）候補が現職の強
敵フォード（Gerald Ford）大統領を打ち負か
すのに必要な票を投じたときであった。しかし
それ以来，アメリカで最も人口の多い州である
ことからその動向は注目されつつも，実質的に
は決定打を放つことができないでいた10）。
　これに対して2008年の予備選挙では，少なく
ともカリフォルニア州自身が大きな役割を果た
すべきだとする機運を高めていた。同州のシュ
ワルツネッガー（Arnold Schwarzenegger）知
事は，2008年の予備選挙におけるカリフォルニ
アの影響力を強めようと，予備選挙の日程を可
能な限り早い 2008年２月５日に設定すること
を決定した。それまでに同州で最も早かった予
備選挙は2004年３月２日のことであり，第二次
世界大戦後1992年までは６月に開催されていた
が，今回の日程はカリフォルニア州史上最も早
期の予備選挙となった11）。
　では，なぜカリフォルニアは予備選挙を２月
に移動させる必要があったのであろうか。なぜ
ならば，どの州も予備選挙における影響力を拡
大しようと模索していたからであり，カリフォ
ルニアでは2007年２月７日に，同州における大
統領予備選挙の前倒しを提案した上院法案第
113号（Senate Bill 113）の通過に関する声明が
出された12）。その後約１ヶ月間にわたる検討を
経て，シュワルツネッガー知事は同年３月15

日，同法案に署名した。
　知事は，この変更を政治改革の第一歩と捕ら
え，大統領候補者がカリフォルニアにとって重
要な政策論議を十分行なうことを期待した。す
なわち知事は，「大統領候補者がカリフォルニ
アを他州での選挙費用にあてがうための寄付を
集める場所として位置づけている状況を変えた
い」と考え，「予備選挙を前倒しすることによ
って，政治家がカリフォルニアを単なる現金自
動支払機として使用することができないよう

に」しようとする意図を持っていた13）。
　カリフォルニア州が予備選挙を早めたことに
より，他州も次々と日程を変更し，最終的には
23の州とアメリカ領プエルトリコが予備選挙や
党員集会を２月５日に移動した。こうしてスー
パー・チューズデーは，単に日程が前倒しされ
ただけではなく，これまでで最も多い州が一同
に選挙を行なうこととなり，「メガ・チューズ
デー（Mega Tuesday）」あるいは「ツナミ・チ
ューズデー（Tsunami Tuesday）」とも呼ばれ
るようになった。また，伝統的に予備選挙の初
戦となるニューハンプシャーの日程も，史上最
も早くなり，1968年には３月12日，1980年には
２月17日，2000年には２月１日，2004年には１

月27日であった投票日が，ついに2008年には元
旦から７日目の１月８日となった14）。

３　カリフォルニア州における予備選
挙以前の政治状況

１） スーパー・チューズデー以前における他
州の結果

　2007年１月にオバマ氏が大統領予備選挙への
出馬を表明したものの，予備選挙が開始される
以前は知名度や実力から，クリントン氏の圧倒
的な優位が伝えられていた。ところが，ひとた
び予備選挙が開始されると，事態は急変した。
オバマ氏は，州人口の95パーセントが白人によ
って構成されているアイオワ州での党員集会で
勝利を収めたのを皮切りに，クリントン氏と互
角の勝負を展開しはじめたのである。 
　スーパー・チューズデーまでに，ミシガンと
フロリダを含む６州で党員集会や予備選挙が行
なわれた（表１参照）。ここに掲げられている
のは，各候補者に投じられた投票結果の割合
と，各候補者が獲得した代議員の数である。 
　2007年２月以降，民主党内には合計９人の大
統領候補者が名乗りを上げていたが，スーパー
･チューズデー以前にすでに６人が選挙戦から
離脱していた。３番手につけていた前ノースカ
ロライナ州選出上院議員エドワーズ（John 
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Edwards）も，１月30日に選挙を見合わせるこ
とにした。これらの旧候補者のうち，エドワー
ズ氏を含む３人はオバマ支持を表明したが，ク
リントン支持に回る者はいなかった。
　カリフォルニアでの予備選挙を前に，オバマ
氏はアフリカ系アメリカ人，高学歴者，若者
が，クリントン氏は女性，高齢者，ラティーノ
が支持するといった傾向がすでに出来上がって
いた。

２）予備選挙における民主党代議員とは
　すでに述べたように，カリフォルニア州では
２月５日の予備選挙開催が決定していた。同州
には，人口の割合に応じて全国党大会に出席す
る441人の代議員があてがわれることになった
が，このうち370人は選挙の結果により配分さ
れる代議員（pledged delegates）であり，71人

は予備選挙にかかわりなく自分の意思で投票す
る代議員（unpledged delegates，一般には
superdelegatesと呼ばれることが多い。連邦議
会議員や選挙により選出された役人，民主党全
国委員会の会員らが名を連ねる）である。前者
はさらに，選挙区ごとに分配される代議員
（district-level delegates）と，州全体の結果に
よって割り当てられる代議員（at-large or 

PLEO delegates）とに分けられる15）。
　ところで，カリフォルニアと同様に予備選挙
の日程を早めたにもかかわらず，当初，フロリ
ダとミシガン両州における代議員は全国党大会
への出席を認められなかった。では，なぜその
ような事態になったのであろうか。民主党全国
委員会は2006年８月，同党の規約内規委員会
（Rules and Bylaws Committee）の提案を採用
し，2008年２月５日以前に予備選挙もしくは党

表１　スーパー・チューズデー以前の選挙結果（投票結果：パーセント，代議員数 :人）
投票日 オバマ候補 クリントン候補 エドワーズ候補 その他の候補者

アイオワ
党員集会

１月３日  37.6％【16】  29.5％【15】  29.8％【14】 3.2％

ニューハンプシャ
ー予備選挙

１月８日  36.5％ 【9】  39.1％ 【9】  16.9％ 【4】 7.5％

ネヴァダ
党員集会

１月19日  45.1％【13】  50.8％【12】   3.7％ 【0】 0.4％

サウスカロライナ
予備選挙

１月26日  55.4％【25】  26.5％【12】  17.6％ 【8】 0.5％

獲得代議員数合計    【63】    【48】    【26】
ミシガン
予備選挙＊

１月15日  0％  54.6％  0％ 45.4％＊＊

フロリダ
予備選挙＊

１月29日  32.9％  49.8％  14.4％ －

＊これら２州の予備選挙は，当時，民主党全国委員会（Democratic National Committee）による制裁を受け，選挙以前か
ら同州に配分された代議員数は無効とすると宣言されていた。しかし，一部の候補者にとって不利な状況のまま投票は実
施された。
＊＊ミシガン州において，オバマ候補らは自ら同州の投票用紙に名前を掲載しないことに同意したが，クリントン候補は
これをしなかった。同州では，投票用紙に名前を書き込むことが認められていなかったため，同候補の支持者はやむなく
その他を選択した。
【　】内は，選挙結果を受けて配分された代議員数。
出典：Iowa Democratic Caucuses, 2008(http://en.wikipedia.org/wiki/Iowa_Democratic_caucuses,_2008#Results, July 8, 
2008); New Hampshire Democratic primary, 2008(http://en.wikipedia.org/wiki/New_Hampshire_Democratic_primary,2008
#Results, July 8, 2008); Nevada Democratic Caucuses, 2008(http://en.wikipedia.org/wiki/Nevada_Democratic 
_caucuses,_2008 #Results, July 8,2008); South Carolina Democratic primary, 2008(http://en.wikipedia.org/wiki/South_Caroli
na_Democratic_primary,_2008#Results, July 8, 2008) ; Democratic Party(United State)presidential primaries,2008(http://
en.wikipedia.org/wiki/Democratic_Party_(United_States)_presidential_primaries,_2008#Candidates_and_results, June 3, 
2008).

2008年カリフォルニア州における大統領予備選挙をめぐる一考察-民主党とラティーノの動向を中心として-

Page:4無断転載禁止　



2008年カリフォルニア州における大統領予備選挙をめぐる一考察

181

Oct. 2009

大会を開催できるのは，アイオワ，ニューハン
プシャー，ネヴァダ，サウスカロライナの４州
に限るとの方針を採択した。カリフォルニアは
この規則に従ったが，フロリダとミシガンはこ
の規則に反し，２月５日以前に予備選挙の日程
を定めた。そのため，一騎打ちが続く中での両
州における代議員の扱いが注目されたが，この
混乱が長引いたため，民主党への信頼を損ない
かねない事態にまで発展した16）。
　実際には，代議員は男女の比率を対等にし，
またアファーマティヴ･アクションの目標を満
たすためにエスニック・バランスを考慮して選
出されることになっていた17）。カリフォルニア
では，2008年４月13日に選挙の結果により配分
される代議員の選考があり，例年になく大勢の有
権者が名乗りを上げた18）。

３）その他の特徴
　民主党内では，２人の候補者ともに勝利宣言
を行なうといった状況が続いたため，大票田で
あるカリフォルニア州における有権者の動向に
注目が集まった。スーパー・チューズデーに向
けて，両候補者とも全力で選挙運動に臨んだ。
　この時期に，オバマ氏はシュライヴァー
（Maria Shriver）カリフォルニア州知事夫人か
らの支持を得ることになる。ケネディ家から
は，すでにケネディ（John F. Kennedy）元大
統領の娘でシュライヴァー氏のいとこに当たる
キャロライン・ケネディ（Caroline Kennedy）
と同大統領の弟であるテッド・ケネディ （Ted

［Edward］Kennedy）マサチューセッツ州選出
上院議員19）が，サウスキャロライナでの予備
選挙における勝利後にオバマ氏への支持を表明
していた。シュライヴァー氏は，共和党州知事
である夫がアリゾナ州選出上院議員マケイン
（John McCain）候補を支持するなか，２月３

日に開催されたオバマ夫人（Michelle Obama）
とキャロライン･ケネディ氏が参加するカリフ
ォルニア大学ロサンジェルス校（University of 

California at Los Angeles, 以下 UCLA）での集
会に突如として現れ，オバマ氏支持を表明し

た20）。しかし，同集会にオバマ氏本人は姿を現
わさなかった。 
　一方のクリントン氏は，２月２日にカリフォ
ルニア州立大学ロサンジェルス校における集会
を開催し，多くの聴衆を集めた。その傍ら，夫
であるクリントン（Bill［William］Clinton）元
大統領は，２月３日，ロサンジェルスにあるア
フリカ系アメリカ人の教会を回り，オバマ氏の
支持基盤にも触手を延ばしていた21）。このとき
既にクリントン氏は，夫の強力な支援はもちろ
んのこと，アメリカ看護協会（American 

nurses Association），モリナ（Gloria Molina）
ロサンジェルス郡政執行官，俳優のニコルソン
（Jack Nicholson）らからの支持を取り付けて
いた22）。
　オバマ氏とクリントン氏は，１月31日にロサ
ンジェルスでの討論会に臨んだが，その際のテ
ーマは不法移民への運転免許の発給，ヘルスケ
ア，税金，外交政策，そしてイラク戦争であっ
た。両者の違いが際立ったのは，不法移民への
運転免許をめぐる考え方についてである。クリ
ントン氏は，このことを実現するにはまず彼ら
が英語を学び，罰金や税金を支払った上で，市
民権獲得の途に就いたあとにのみ考慮されるべ
きであると考えた。一方オバマ氏は，アフリカ
系アメリカ人の経済問題を移民のせいにすべき
ではないと主張し，法的地位にかかわらず，不
法移民への運転免許の発給を支持する考えを示
した。ヘルスケアについても，クリントン氏が
税金控除を検討すべきだと述べたのに対し，オ
バマ氏は強制的な加入を義務付けるのではな
く，まずは保険代金を減額すべきだと強調し
た 23）。スーパー・チューズデーを前にカリフォ
ルニアで行なわれた両候補者による討論会で
は，全体的に対立を避け，ホワイトハウスを民
主党が支配するとどのように変化が生じるのか
について，有権者にアピールするものとなっ
た 24）。
　さて，2008年のカリフォルニア州における民
主党予備選挙において，最も大きな特徴は，ラ
ティーノの政治参加にあると言えよう。実際
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に，各党の大統領候補者たちはラティーノ票を
獲得しようとそれぞれに工夫を凝らした。従
来，ラティーノのなかには市民ではなく，投票
権がない者がかなりいた。1998年にはアメリカ
に住むラティーノのうち，18歳以上になる者は
2030万人に達していたが，このうちアメリカの
市民権を持つ者は1240万人ほどであった。さら
にこれらの人々のなかで，同年の選挙に投票し
た者は約400万人と推定され，市民権を有する
ラティーノのうちの32.8パーセントが投票した
に過ぎなかった。2000年になると，57パーセン
トの市民権のあるラティーノが有権者登録を行
なったが，これは主要なエスニック･グループ
のなかで２番目に低い割合であり，実際に投票
したのは約590万人で，投票者全体のわずか５

パーセントに過ぎなかった。とりわけカリフォ
ルニアやアメリカ全体におけるラティーノのう
ち最大のシェアを占めるメキシコ系アメリカ人
は，他のキューバ系およびプエルトリコ系アメ
リカ人と比べ，投票に参加する割合がかなり低
いとされてきた。しかし，1990年代半ばからの
住民提案187，209，そして227号における反移
民勢力の増大に対して立ち上がるべく，メキシ
コ人をはじめその他のラティーノのコミュニテ
ィでは，市民権を獲得して投票に向かうため
に，機会があるごとにあらゆる点で多くの努力
を払ってきた25）。今回の選挙では，その成果が
現れることが期待されていたのである。 
　カリフォルニアでは，ラティーノ票の獲得に
おいてオバマ氏がクリントン氏に水をあけられ
ているとの報道が伝えられていた。もちろん，
オバマ氏は手をこまねいていただけではなく，
むしろラティーノ票を得ることを最大の課題の
ひとつとして選挙活動を展開した。たとえば，
ロサンジェルスにある選挙本部に署名をする用
紙を置き，「スペイン語を話す人々に対する支
援を必要としている」有権者が署名をできるよ
うにしたところ，それらの用紙には多くの署名
が集まったとされる。またラティーノ対策とし
て，各選挙区に合計6000人のリーダーを派遣し
たほか，1500人の訓練を受けたボランティアが

223のチームに分かれて派遣されたと言う。彼
らの活動は，スペイン語放送のテレビやラジオ
の番組に出演したり，ラティーノの世帯に何万
回にも及んで電話をかけ，オバマ支持を求めた
りした26）。オバマ氏とクリントン氏はともに，
スペイン語放送のテレビであるウニヴィジョン
（Univision）で流す広告費として，同州におけ
る予備選挙の１週間前に30万ドルを費やしてい
た27）。
　このほかにも，オバマ氏はロサンジェルスの
ラティーノ・コミュニティーで最も良く読まれ
ているスペイン語の日刊紙『ラ･オピニオン
（La Opinión）』に全面広告を掲載した28）。彼は
この広告のなかでケネディ一家から支援を受け
ていることを前面に出し，キャロライン･ケネ
ディおよびテッド・ケネディ上院議員との写真
を使用した。また，『ラ･オピニオン』は，有権
者に「投票は，非常に容易である29）」として投
票を促したほか，同紙自らもオバマ支持を表明
した。その理由として同紙は，「オバマ氏はワ
シントンを支配する厳しい状況を変化させ，今
わが国にとって必要な行動をとるうえでの資質
をもちあわせている。クリントン上院議員の力
量と経験を疑うものは誰もいないが，これらの
資質は我が国が活気を取り戻すのには十分では
ない。多様な文化に対応する感覚と高貴の生ま
れでないオバマ氏ならば，移民への待遇につい
ても十分な説得力がある。彼は本当に夢のよう
な変化をもたらす候補者として，最高の選択肢
である30）」と絶賛した。
　しかし，クリントン氏も気を抜くことをせ
ず，オバマ氏の行く手を拒んだ。クリントン氏
は組織力を駆使し，カリフォルニア州全域のラ
ティーノの女性に対して65万回（このうちラテ
ィーノが多い第37地区のみで１万2000回），そ
のほかと合わせて約200万回の電話作戦を展開
したが，この数はオバマ陣営の約２倍に相当し
た。クリントン氏は選挙戦略通り，ラティーノ
やアフリカ系アメリカ人，白人，そしてアジア
系の女性に大きな影響力を持つことができた。
彼らは以前から，まさしくこれらの人々に焦点

2008年カリフォルニア州における大統領予備選挙をめぐる一考察-民主党とラティーノの動向を中心として-

Page:6無断転載禁止　



2008年カリフォルニア州における大統領予備選挙をめぐる一考察

183

Oct. 2009

を絞って対策を講じてきており，長年にわたる
周到な準備が行なわれてきたことは明らかであ
った31）。
　以上のように，民主党の予備選挙はスーパ
ー・チューズデーを前にして，盛り上がりを見
せていた。少なくとも政治的な見地からは，カ
リフォルニアが大きな役割を果たすものと期待
されていた。

４）事前の世論調査結果
　ある世論調査によれば，カリフォルニアにお
ける有権者の支持動向は，2007年３月からの10

ヶ月間に，表２のように推移した。この表か
ら，一時期をのぞき，予備選挙が近づくにつれ
てオバマ氏への支持が増加し，予備選挙直前に
はクリントン氏との差がわずか２パーセントに
まで迫ったことがわかる。しかし同時に，オバ
マ氏がクリントン氏をリードすることは１度も
なく，また選挙直前においても態度を保留する
者が約２割いたことにも着目する必要がある。
　ところで，両候補者に対する別の世論調査で
はどのような結果が出ていたのであろうか。
2008年１月25日以降に行なわれた表２のフィー
ルド社を含む15の世論調査では，11の調査がク
リントン氏，そして４つの調査がオバマ氏のリ
ードを示した。オバマ氏リードとの結果を出し
た調査では，ひとつの調査を除き（２月４日に
行なわれロイター，Cスパンおよびゾグビー
［Zogby］による追跡調査では13パーセント），
両者の差は小幅（平均1.6パーセント）であっ
たのに対し，クリントン氏リードとの結果を出

した調査では，その差は平均2.17パーセントと
かなりの幅がある点が特徴である。さらに，予
備選挙から卑近な調査であるにもかかわらず，
15の調査のうち７つにおいて「態度未定」者が
14パーセント以上いたことも付言しておきたい
（ ２ 月 ２ 日 に サ フ ォ ー ク 大 学［Suffolk 

University］によって行なわれた調査では，そ
の割合は22パーセントであった）32）。
　表３は，2008年のカリフォルニアにおける民
主党大統領予備選挙に投票を予定する有権者の
傾向を示したものである。同表から，有権者の
割合では女性が多く，数は少ないものの無党派
層の人々にはオバマ氏支持者が多いこと，64歳
以下の有権者，高学歴者，および年収８万ドル
以上の有権者の間ではオバマ氏支持が上回って
いること，さらに有権者の６割は白人が占める
ものの，これに次いでラティーノが２割を占め
ていることがわかる。カリフォルニアのラティ
ーノ人口は35.9パーセントであるが，過去の実
績と照らして考えると，今回のカリフォルニア
におけるラティーノの投票予定者の割合が20パ
ーセントに達したことは，既に大きな進歩であ
ったと言えよう33）。

４　投票日の動向

１）投票所での投票
　さて，2008年２月５日の予備選挙当日，有権
者はどのように投票を行なったのであろうか。
ここでは，執筆者がロサンジェルス（Los 

Angeles）市にある UCLA近くの投票所で調査

表２　カリフォルニア州民主党大統領予備選挙の投票予定者における投票傾向（単位：パーセント）
2008年
１月下旬

2008年
１月中旬

2007年
12月

2007年
10月

2007年
８月

2007年
３月

ヒラリー・クリントン 36 39 36 45 49 41

バラク・オバマ 34 27 22 20 19 28

その他 12 14 22 21 20 22

態度未定 18 20 20 14 12 ９

　この調査は，2008年１月25日から２月１日にかけて，民主党予備選挙への投票予定者511人に対する無作為抽出法に基
づき，英語とスペイン語での電話による調査が行なわれた。サンプリングの最大誤差は，±4.5パーセント。
出典 : The Field Poll, Release #2264, February 3, 2008, pp.2, 10.
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表３　カリフォルニアの民主党大統領予備選挙における投票予定者の傾向（単位：パーセント）
クリントン オバマ その他 態度未定

州全体 36 34 12 18

政党
（.87）民主党
（.13）無党派＊

37
32

31
54

13
３

19
11

地方
（.76）沿岸部
（.24）内陸部

36
37

36
28

10
16

18
19

地域
（.29）ロサンジェルス郡
（.26）その他の南カリフォルニア
（.26）サンフランシスコ湾岸地域
（.19）その他の北カリフォルニア

42
36
31
37

34
34
41
27

６
11
14
17

18
19
14
19

性別
（.44）男性
（.56）女性

31
40

44
27

11
13

14
20

人種 /エスニシティ
（.59）ヒスパニック以外の白人
（.20）ラティーノ
（.12）アフリカ系アメリカ人＊

（.09）アジア系 /その他＊

35
52
19
32

35
19
55
36

13
９
７
14

17
20
19
18

年齢
（.13）18-29＊

（.36）30-49
（.30）50-64
（.21）65歳以上

31
38
34
40

42
39
37
18

＊＊

10
14
20

27
13
15
22

政治的イデオロギー
（.38）リベラル
（.45）中道
（.17）保守＊

31
39
43

42
33
22

11
９
20

16
19
15

教育
（.23）高校卒業以下
（.28）カレッジ /職業学校
（.23）大学卒業
（.25）大学院卒業以上

44
37
35
31

19
38
39
42

15
12
８
11

22
13
18
16

世帯収入
（.27）40,000ドル未満
（.31）40,000ドル -79,999ドル
（.42）80,000 ドル以上

36
43
32

25
33
45

12
８
12

27
16
11

投票方法
（.57）投票所での投票
（.43）不在者投票

40
31

36
32

６
20

18
17

＊サンプル数は少ない。　　＊＊１パーセントの２分の１以下。
この世論調査は，511人の投票予定者に対する無作為抽出法で行なわれたもの。
出典：The Field Poll, Release #2264, February 3, 2008, p.4.
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写真５．実際の投票模様

写真４．政党ごとに分かれた投票ブース
と投票装置にセットされた投票用紙

写真２．投票ブースに備えつけられた
多言語による指示書

写真１．投票所を示す多言語による看板

写真３．投票箱と投票所で働く人々

出典： 写真1-5はいずれも2008年２月５日，
カリフォルニア州ロサンジェルス郡
ロサンジェルス市ランドフェアにあ
る投票所にて執筆者が撮影したもの。
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を行なった際の手順を示すものとする。まず投
票開始１時間半前から，投票所で働く人々によ
って，投票所の最終セッティングおよび手続き
の確認が行なわれる。午前７時に投票が開始さ
れると，有権者は，自宅に送られてきた投票用
パンフレットを提示して投票所の確認を行なう
とともに，住所と姓を告げる。カリフォルニア
では，投票者が身分証明書を提示する必要はな
い34）。その後，有権者は，事前に登録しておい
た特定の政党の投票用紙を与えられ，投票の仕
方についての説明を受けたあと，政党ごとに区
分けされたブースへ向かい，備え付けの特殊な
ペンで自分が選択する候補者および住民提案へ
の賛否をマークする。記入後，投票用紙を投票
箱（機械）に吸い込ませ，投票は終了する。投
票者は，有権者としての地位が不確定の場合の
み，投票用紙をピンク色の封筒に入れ，担当者
に手渡す。こうしたプロセスを経た投票者は，
「私は投票をしました」との文字が書かれたシ
ールを渡され，投票所を去る。
　選挙当日，民主党候補者への投票用紙には，
２月以前に選挙戦を離脱した候補者名が印刷さ
れたままになっていた。また，事前に投票する
政党名を明かさないとして登録した投票者で，
民主党の候補者に投票する場合には，そのこと
を示す場所に別に印をつける必要があった。こ
れを忘れた場合，投票は無効とされた。
　執筆者が取材した投票所では，特別なトラブ
ルはなかったが，同じ通りの向かい側30メータ
ー以内の距離にある投票所と間違えて来た投票
者が何人かいた。ひとつの投票所で，異なる選
挙区の投票者が投票を行なう仕組みになってい
た。また，通常と投票所が違ったとの声も聞か
れた。こうした変更は，おそらく有権者の増加
によって起きたものと思われる。

２）選挙結果とその背景
　　ⅰ　スーパー･チューズデーの結果
　2008年２月５日には，全米23の州とプエルト
リコにおいて予備選挙もしくは党大会が開催さ
れた。このうち，クリントン氏は主として人口

の多いカリフォルニア，ニューヨーク，ニュー
ジャージーなど10の州とプエルトリコで勝利
し，オバマ氏は，アラスカ，デラウェアといっ
た人口の少ない州と彼自身の選挙地盤のあるイ
リノイなど，13の州で勝利を収めた。この日だ
けで各州に割り当てられた民主党の代議員の42

パーセントが決定した。選挙結果を受け，クリ
ントン氏はこのときまでに1045人の代議員を，
オバマ氏は960人の代議員を獲得したが，両候
補とも，その時点で指名獲得に必要であった
2025人の代議員数には達せず，予備選挙最大の
山場を迎えたあとでさえ，両者とも指名獲得を
あきらめなかった35）。
　カリフォルニアでは，予備選挙の翌日，出口
調査による投票結果が公開された（表４）。こ
の表から，民主党投票者について以下の５つの
傾向が読み取れる。第１に，投票行動は政党へ
の帰属意識によって異なっている。今回の選挙
で民主党に投票した有権者のうち，約２割が無
党派層であったが，民主党員としての帰属意識
を持っている者でクリントン氏に投票した有権
者とオバマ氏に票を投じた有権者との比は２対
１の割合であったのに対し，無党派層ではオバ
マ氏に投票した有権者とクリントン氏に票を入
れた有権者との比は２対１の割合であった。
　第２に，４分の１の有権者が，選挙前３日以
内に最終的に投票する候補者を決定している。
　第３に，女性有権者が男性有権者を54パーセ
ント対46パーセントで上回っており，多数の女
性が年齢や学歴にかかわらずクリントン氏を支
援している。年齢が45歳以上，学歴が「カレッ
ジ未満」である女性は，クリントン氏への支持
率がさらに高くなっている。この傾向は，男性
のクリントン氏支持者に関しても当てはまる。
　第４に，年収に関して投票者の40パーセント
が７万5000ドル以上である。これはカリフォル
ニア全体の縮図とはなっておらず，年収の低い
者の政治参加が十分に進んでいないことを示
す。年収５万ドル以下の有権者によるクリント
ン氏への支持が高いことは，注目に値する。
　最後に，全投票者中，白人がわずか半数を占
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表４　出口調査によるカリフォルニアの有権者の投票動向
選挙民の割合 項目 クリントン オバマ マケイン ロムニー ハッカビー
民主党 共和党 政党への帰属＊

80 ３ 民主党員 57 38 － －
18 19 無党派層 34 58 49 26 ９

３ 79 共和党員 － － 42 37 12

政治的イデオロギー
50 12 リベラル 50 45 57 20 ７

37 27 中道 55 38 54 22 10

13 61 保守 50 42 35 43 14

投票者を決めた時期
14 13 今日 51 43 44 27 18

12 14 ３日以内 44 52 42 36 12

73 73 それ以前 54 41 42 37 11

性別
46 53 男性 45 48 45 33 11

54 47 女性 59 36 40 36 13

女性
55＊＊ 41 45歳未満 58 40 35 32 18

53＊＊ 49 45歳以上 59 33 41 36 10

53 60 カレッジ未満 63 31 40 36 13

47 40 カレッジ以上 53 41 38 35 12

人種，エスニック・グループ
52 76 白人 46 45 42 38 11

７ ２ アフリカ系アメリカ人 18 78 － － －
30 13 ラティーノ 67 32 39 27 16

８ ６ アジア系アメリカ人 71 25 66 ８ 10

年齢
16 10 18-29 49 49 35 33 20

25 20 30-44 49 48 42 30 15

40 42 45-64 54 38 44 35 10

19 28 65歳以上 51 34 45 35 10

宗教
 33 59 プロテスタントもしく

はカトリック教徒以外
49 41 39 38 16

 34 25 カトリック教徒 66 30 46 29 ８

 ５ ２ ユダヤ教徒 47 49 － － －
収入

 19 12 30,000ドル未満 58 37 45 26 ８

18 16 30,000-49,999ドル 60 33 41 30 15

20 21 50,000-74,999ドル 48 41 47 35 10
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めるだけとなった一方で，ラティーノが30パー
セントという著しい進歩を遂げている。そし
て，彼らはクリントン氏とオバマ氏にそれぞれ
２対１の割合（カトリック教徒の割合とほぼ同
じパターン）で投票した。白人は，成人人口の
約半数（48パーセント）を占めているが，2008

年の予備選挙以前はカリフォルニア州の投票予
定者の72パーセントが白人であったのに対し，
ラティーノは成人人口の31パーセントを占めて
いながら，投票予定者のわずか14パーセントに
過ぎなかった。ちなみにラティーノの投票予定
者の３人に２人は南カリフォルニアに住んでい
て，そのうちの40パーセントがロサンジェルス
郡に住んでいた36）。
　カリフォルニアでの選挙結果に応じて，クリ
ントン氏は204人，オバマ氏は166人の代議員を

獲得した。のちにボーエン（Debra Bowen）州
務長官は，表５にあるように最終的な民主党の
投票結果を公表した37）（この結果には，不在者
投票による投票も含まれている）。
ⅱ）Latino votes

　以前に言及したように，今回の予備選挙では
ラティーノ票に注目が集まった。では，2008年
以前の選挙との大きな違いはどこにあり，また
彼らにとっての争点は何であったのだろうか。
　カリフォルニア大学アーヴァイン校のデシピ
オ（Luis DeSipio）教授によれば，2008年の選
挙における新たな側面として，白人がラティー
ノにとっての伝統的な課題の重要性を認識した
ことにあるとされる。カリフォルニアに住むラ
ティーノにとっての重要な問題とは，経済（54

パーセント），ヘルスケア（22パーセント），そ

表５　カリフォルニア州における民主党予備選挙の最終結果
順位 候補者氏名 票数 得票割合（％）
１ Hillary Clinton 2,524,789 51.8

２ Barack Obama 2,093,318 42.9

３ John Edwards  188,634 3.9

４ Dennis Kucinich   23,077 0.5

５ Bill Richardson   19,367 0.4

６ Joe Biden   17,748 0.3

７ Mike Gravel    7,870 0.1

８ Chris Dodd    7,807 0.1

2008年３月４日報告，２万3109選挙区中２万3109選挙区の結果。
出典：The final statewide results on the Democratic presidential primary in the state of California（http://
primary2008.sos.ca.gov/Returns/pres/dem/59.htm, June 20, 2008）．

40 52 75,000ドル以上 47 49 41 38 13

学歴
53 50 カレッジ未満 57 36 46 32 12

47 50 カレッジ以上 46 48 40 36 12
＊政党への登録状況ではなく，投票者自身の帰属意識。 
＊＊『ロサンジェルス・タイムズ』紙に掲載された数値（合計が100パーセントを超過している）。 
－結果が出なかったもの，もしくはあまりにも少人数であったもの。
全ての項目を提示していない場合，合計が100パーセントにならないものがある。大統領予備選挙において民主
党に投票した1908人と共和党に投じた 1105人の有権者に対するサンプル調査。不在者投票を行なった約300人に
対する電話でのインタビューに加え，40箇所の投票所で行なわれたインタビューに基づく。
出典：National Election Pool Exit Poll., quoted in The Los Angeles Times, February 7, 2008, A17.

2008年カリフォルニア州における大統領予備選挙をめぐる一考察-民主党とラティーノの動向を中心として-

Page:12無断転載禁止　



2008年カリフォルニア州における大統領予備選挙をめぐる一考察

189

Oct. 2009

してイラク戦争であり，同教授は特にイラク戦
争においてラティーノが多くの死傷者を出し，
また軍役に就く者が多くいる点を強調した38）。
ブッシュ政権がもたらした現状を変える必要性
をラティーノが感じていたことが，民主党への
帰属意識を増加させることにつながったと考え
られる39）。政党への帰属意識に関するある調査
では，カリフォルニアの民主党におけるラティ
ーノの割合は23パーセントであり，このうち実
際に有権者登録を行なったのは18パーセントを
占めるに過ぎなかった。したがって，今回の民
主党予備選挙でラティーノがいかに貢献したか
がわかる40）。
　では，カリフォルニア以外のラティーノ票は
どのように動いたのであろうか。既に指摘した
ように，カリフォルニアの人口に占めるラティ
ーノの割合は，35.9パーセントであるが，これ
はニューメキシコ（44.7パーセント）を除いて，
コロラド（19.5パーセント），およびニューヨ
ーク（16.3パーセント）と比べてかなり高いこ
とがわかる。クリントン氏は，選挙地盤である
ニューヨークをはじめ，ニュージャージー，マ
サチューセッツ，そしてカリフォルニアといっ
たところでラティーノ票を獲得した。また，ア
リゾナやニューメキシコでは，クリントン氏が
それぞれ約60パーセントを得たのに対し，オバ
マ氏はそれぞれ34パーセント，37パーセントと
いった傾向を示した。オバマ氏のお膝元である
イリノイ州では，民主党票のおよそ15パーセン
トがラティーノ票であったが，その中でオバマ
氏は48パーセント対51パーセントと善戦したも
のの，クリントン氏を抜くことはできなかっ
た。オバマ氏はコネチカットのラティーノ票で
も粘りを見せたが，やはりクリントン氏に敗北
した41）。
　予備選挙における一般的なオバマ氏への人気
の高さに比べ，彼がラティーノ票においてはど
の州でも過半数を上回ることができなかったと
いう事実に関しては，注目に値する。父親がア
フリカ系で母親が白人であるオバマ氏は，サウ
スカロライナでの勝利宣言の中で，「アフリカ

系アメリカ人が白人の候補者を，白人がアフリ
カ系アメリカ人の候補者を支援するはずがな
い，あるいはアフリカ系アメリカ人とラティー
ノが協力するはずがないといった憶測がある
が，今晩我々はそれが我々の信じるアメリカで
ないと言うことができる」と述べた42）。しかし，
現実にオバマ氏を取り巻くラティーノ票の行方
を見る限り，ラティーノとアフリカ系アメリカ
人との間の溝は依然として深いと言わざるを得
ない。

３）選挙資金とカリフォルニア
　候補者にとって，選挙に欠かせないものは資
金である。2004年に施行された選挙法の改正に
より，候補者への直接的な貢献（ハード・マネ
ー）は１人当たり2000ドルに改定された43）。こ
の金額は，その後のインフレに応じて変動され
ることになったが，候補者たちは党に寄付され
るソフトマネー以外に，この制限内で多くの資
金を調達する必要がある。したがって，たとえ
少額であってもいかに多くの人々から寄付を募
るかが勝負となる。
　ところで，なぜ選挙運動において多額の資金
が必要なのであろうか。なぜならばアメリカの
大統領選挙では，その領土内を東奔西走しなけ
ればならないからである。ある調査によれば，
オバマ氏はスーパーボウルでの30秒間の広告に
25万ドル，2007年10月から12月にかけての印刷
代に70万9578ドル，同時期の郵便料金に100万
ドル，同時期のダンキン・ドーナツへの支払い
に353ドル，そして同時期の旅行および宿泊費
用に570万ドルを支払った。同様にクリントン
氏は，2008年１月23日以降，カリフォルニア，
アリゾナ，その他６州で展開した広告代金に
160万ドル以上を投入したほか，シカゴにある
ステーキハウスでのイベントに１万8552ドル，
2007年10月から12月にかけての印刷代に130万
ドル，同時期の郵便料金に33万2001ドル，そし
て同時期の旅行および宿泊費用に410万ドルを
支払った44）。これらの数字から，候補者一行の
旅行および宿泊費用にかかる経費がかなりかさ
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んでいることがわかる。
　カリフォルニアの予備選挙の前に，オバマ氏
は2008年１月だけで，3200万ドルを調達した
が，この金額はクリントン氏の２倍以上に達し
た。一方クリントン氏は，2007年11月から2008

年１月までの３ヶ月間に，2700万ドルを集め
た。2007年初頭からの９ヶ月間に共和党のマケ
イン氏が3200万ドルを集めた際，クリントン氏
は9100万ドル，オバマ氏は8000万ドルの献金を
得たが，これらの金額を比較してもわかるよう
に，民主党候補者に対する今回の選挙への期待
度が共和党のそれを上回っていたことがうかが
える45）。
　カリフォルニアにおいて，オバマ氏はクリン
トン氏より多くの献金を獲得していた。2008年
５月31日までに同州でオバマ氏が195万4317ド
ルを得たのに対し，クリントン氏は145万1667

ドルを集めた。しかし，同州でオバマ氏が７月
前半までに受け取った献金は，件数的にはクリ
ントン氏を上回っていたものの，金額の合計は
クリントン氏よりも少なかった。なぜなら，政
治活動委員会（Political Action Committees）か
ら，クリントン氏はオバマ氏と比べ，570倍近
くの金額（1061万6380ドル対１万8637ドル）を
得たからであった46）。表６は，カリフォルニア
がいかに大統領候補者への寄付において貢献し
たのかを示したものである。
　ところでカリフォルニアの予備選挙翌日にあ

たる2008年２月６日，クリントン氏は突如１月
における選挙の負債が500万ドルに膨れ上がり，
選挙幹部の一部が無給で働いていることを公表
した。同じ日，オバマ氏はスーパー・チューズ
デーの投票が終了して以降，新たに520万ドル
の献金を得たと発表した。メディアは，クリン
トン氏が自分の負債を明かした目的について，
両者の溝を縮めようと企てたものであると報じ
た47）。すなわち，クリントン氏はこのことを利
用して，より多くの寄付を募る戦略に出たので
あった。この時期，オバマ氏はホームページや
ブログを通じて，有権者に同氏の名前入りＴシ
ャツや，野球帽，シール，「支援セット一式」
に至るオリジナル・グッズを販売するなど，積
極的な策に出ていた。このように，選挙資金を
獲得する上で，今回の選挙では以前にも増して
インターネットが果たした役割は大きなものと
なっていた。 

５．カリフォルニアにおける草の根の
意見

　これまでは，カリフォルニア州の民主党大統
領予備選挙について，同州政府やメディアによ
るデータや資料および一般の文献に依存して論
じてきたが，今度はカリフォルニアで生活する
一般の人々の意見をもとに，今回の選挙を分析
することとする。

表６　個人から民主党候補者への献金額上位５州
ヒラリー・クリントン バラク・オバマ

順位 州名 件数 献金総額
（ドル）

割合（％） 州名 件数 献金総額
（ドル）

割合（％）

１ ニューヨーク 16,751 23,414,276  24.65 カリフォルニア 15,147 14,412,132  19.91 

２ カリフォルニア 14,895 18,527,362  19.51 イリノイ 12,275 10,676,121  14.75 

３ フロリダ  4,666  6,109,700  6.43 ニューヨーク  9,122  9,361,497  12.94 

４ ニュージャージー  3,474  4,791,033  5.04 マサチューセッツ  4,047  3,596,896  4.97

５ ワシントン DC  3,969  4,783,821  5.04 フロリダ  4,122  3,383,804  4.68

出典：Hillary Diane Rodham Clinton Biography and Political Campaign Contributions（http://www.campaignmoney.com/
biography/barack_obama.asp?cycle=08, July 3, 2008）; Barack Hussein Obama Biography and Political Campaign 
Contributions（http://www.campaignmoney.com/biography/hillary_clinton.asp?cycle=08, July 3, 2008）．
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　執筆者は，2008年２月に独自のアンケートを
行なった48）。これに応じて頂いた13人の民主党
への投票予定者のうち，８人がオバマ氏を支持
し，４人がクリントン氏を支持し，残りの１人
は態度を保留していた。クリントン氏への支持
者は全員女性で，年齢は50歳以上の方々であっ
た。
　オバマ氏を支持する理由は，実に多岐にわた
っていた。ある人は，「彼は国家をひとつにす
るとの約束をしている。若者を政治過程に導い
た。連邦議会の両院とも仕事ができる」と絶賛
した。またある人物は，「ワシントン政治から
より離れている」，「庶民からたたき上げられて
きた人物である」，「クリントン氏より親しみが
ある」などと説明したほか，「変化」と言う言
葉を用いて，「オバマ氏ならば変革できる」，
「変化することで前進できる」，「庶民的感覚か
らの社会的，経済的変化を期待する」といった
意見があった。
　一方，クリントン氏の支持者は候補者の性格
や経験を掲げるものが多かった。すなわち，
「賢明で，常識があり，経験豊かで，実践力が
ある」，「女性による政治が変化をもたらす。女
性として，フェミニストとして，彼女への信頼
が厚い」，｢ 彼女ならば闘いぬけ，大統領とし
ての仕事により熟知している」，「頭の切れが良
く，公正な大統領になれる」といった具合であ
る。これらの意見から，同氏の知名度の高さが
窺い知れる。
　争点に関して，執筆者は事前にその他の項目
を含む６つの事項を掲げ，これらに順位をつけ

てもらった上で，その理由を尋ねた（表７）。 
　その結果，意外なことにカリフォルニアにと
って重要なこととして，教育，ヘルスケア，経
済が上位に上がり，移民に関しては環境への配
慮とさほど変わりない順位となった。ある人は
移民について，「まったく心配していない」と
付言した。その他の項目を選んだ人のなかで，
イラク戦争を上位１位と２位に挙げた人がそれ
ぞれ１人ずつあり，そのほかに住宅問題（２

人），貧困，公共の交通手段，人種・ジェンダ
ー・階級の公正さ，そしてよく考え行動に移す
ことと言う回答が１人ずつあった。
　教育を最優先課題に挙げた人の意見として
は，「これを掲げることによって指導者たちは
その他の問題を解決することができる。経済と
ヘルスケアは，今後の人生に大きくのしかかっ
てくる」，「長期的な視野が必要である。よい教
育を施すことは，現在取り残されている人々や
次世代の人々全てに適切な生活を取り戻す機会
を提供する上での鍵となる」，「社会にとって最
も重要な２つのことは，教育とヘルスケアであ
る。その他すべてのことは，これら２つの問題
に真剣に取り組めば自然とよくなる」，という
ものであった。ヘルスケアを１位に挙げた人
は，これが「全てに影響を及ぼす。教育は，変
化を生む最も重要な手段である」とし，また経
済を最優先課題にした人は，「よりよい教育機
会とヘルスケアを提供するためには，経済が健
全でなければならない。これまであまりにも多
くの納税者の資金が不法移民を支援するために
使われてきたので，移民は統制される必要があ

表７　カリフォルニアの人々にとって重要な争点の順位付け
順位（ポイント）

争点
１
（6）

２
（5）

３
（4）

４
（3）

５
（2）

６
（1）

合計ポ
イント

合計
人数

争点とし
ての得点

教育 ５ ４ ０ ２ ０ ０ 56 11 5.09

ヘルスケア ２ ６ ３ ０ １ ０ 56 12 4.67

経済 ３ １ ４ ２ １ １ 48 12 4.00

移民 １ ０ ３ ３ ３ ２ 35 12 2.92

環境への配慮 １ ０ ０ ５ ５ ０ 31 11 2.82

その他 １ １ １ ０ １ ４ 21 ８ 2.63
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る」と強調した。さらに，その他としてイラク
戦争を２位に掲げた人は，「全ての市民にとっ
て，経済を健全にする必要がある。そうすれば
戦後，イラクからの帰還兵が仕事を見つけるこ
とができるからである」と先を見通した回答を
寄せた。以上の回答から，執筆者が掲げた５項
目は，互いに関連のあることがわかった。
　アンケートの最後に，もし自分の支援する候
補者が民主党の代表として指名されなかった場
合に，同党の他の候補者を支援するかどうかを
尋ねた。13人中８人が「支援する」，３人は
「支援しない」，２人が「わからない」と答え
た。「支援する」と答えた人は，イデオロギー
や政党の綱領，民主党の候補者であることに共
感を示し，どちらの候補者でもかまわないとし
た。このほかにも，「身動きの取れなくなった
共和党からの転換，戦争からの脱却，経済の改
善が必要である」，「候補者の年齢が懸念され
る」との回答があった。なかでも興味深いもの
として，むしろ別の候補者のほうがよいとの回
答を得た。クリントン氏を支持した人物は，
「実際のところオバマ氏が指名を勝ち取れば，
そのほうが望ましいと考える。というのも，彼
はマケイン氏にとって強敵となり得るからであ
り，彼が本当の意味で偉大になるチャンスであ
る。クリントン氏も適任であろうが，偉大にな
るという感じではない」と回答した。一方，オ
バマ氏の支持者の１人は，「私はヒラリーに好
意を持っている。彼女は私がよいと思う政策や
価値観を追求すると考える」と賞賛した。
　「支援しない」と答えたオバマ氏の支持者の
女性は，クリントン氏に決定した場合には投票
しないと回答し，他の２人（各候補の支持者そ
れぞれ１人ずつ）は，候補者が代表となってい
る政党にとらわれず，最適な人物に投票すると
した。後者のうちの１人は，「民主党が勝つこ
とを期待する。なぜなら次期大統領はおそらく
２人の最高裁判事を任命することになるからで
あり，共和党は既に多くの判事を任命してきた
からである」と付け加えた。「わからない」と
したオバマ氏を支持する有権者は，「マケイン

氏が選ぶ相手（副大統領）次第である」と述べ
た上で，「クリントン氏はあまりにも意見の対
立を起こし，余計なもの（たとえば夫であるビ
ル，彼は頑なに彼女の思い通りにさせてはいる
が）を持ち過ぎていることが懸念される」との
意見を表明した。 
　以上得た回答は，カリフォルニアの居住者が
いかに今回の候補者に期待しているかを執筆者
に示すものとなり，彼らが政治に変化を求める
理由の一端が伝わってきた。

６．結び

　2008年の民主党予備選挙では，スーパー・チ
ューズデーのあとになっても２人の候補者が勝
ちを譲ることはなかった。本文で触れたよう
に，カリフォルニアではフィールド社による最
大誤差がプラスマイナス4.5という信憑性のあ
る世論調査（表２）でさえ，実際の投票結果を
読み取ることができなかった。またオバマ氏
は，カリフォルニアでの資金獲得においてクリ
ントン氏を上回っていたにもかかわらず，敗北
した。さらに，オバマ氏は人種の壁を乗り越え
ようと懸命な努力をしたにもかかわらず，実際
にはラティーノ票を揺り動かすことはできなか
った。
　では，一体なぜクリントン氏がカリフォルニ
アでオバマ氏に勝利することができたのであろ
うか。またなぜオバマ氏は，全米で最大の人口
を擁する州において力を発揮できなかったので
あろうか。スーパー・チューズデーを前に予期
せぬ苦戦を強いられながらも，クリントン陣営
の選挙戦略は精力的に展開し続けた。クリント
ン氏は，有権者の心をつかむためのあらゆる努
力を怠らなかった。カリフォルニアでクリント
ン氏が勝負を決めた理由として，以下の５つの
手掛かりが考えられる。
　第１に，クリントン陣営の選挙戦略がオバマ
氏のそれを上回っていたと考えられる。クリン
トン氏は，労働組合，女性，そしてラティーノ
といった組織票を取り込むための計画を緻密に
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立てていた。カリフォルニアの選挙担当マネー
ジャーは，州全域に存在する多くのボランティ
アに対し，携帯電話を用いて有権者への呼びか
けを精力的に行なうよう指示を出した。さら
に，民主党の予備選挙でクリントン支持者と思
しき有権者，特に不在者投票を予定していた人
物や女性，ラティーノの有権者に対し，投票日
前の週末にかけて200万回，投票日当日の午後
５時から８時にかけて100万回以上にわたる電
話作戦を展開した。こうした空前の努力が，オ
バマ氏を10パーセント近く引き離したクリント
ン氏の大勝へとつながり，オバマ氏が勝ち馬に
乗ることを引き延ばしたのであった49）。
　第２に，クリントン氏は集会において，これ
までに培ってきた人脈を生かし積極的に地元の
政治家を登壇させた。湾岸地域での最後の集会
では，「民主党のお決まりの高官たち」である
ファインスタイン（Dianne Feinstein）上院議
員やムニェス（Fabian Nún～ez）州議会下院議
長，ヴィジャライゴサ（Antonio Villaraigosa）
ロサンジェルス市長を率いて演説を行なった。
そして自分の考えを具体的かつ明確に述べ，オ
バマ氏との違いを示した50）。
　第３に，クリントン氏はラティーノ票を獲得
することに成功した。カリフォルニア州立大学
フ ラ ー ト ン 校（California State University 

Fullerton）で政治学を専門とするソネンシェイ
ン（Raphael Sonenshein）教授は，「ラティー
ノのコミュニティや民主党には，ヒラリー・ク
リントンと言う名前に対してとてもなじみがあ
り，信頼されたブランドネームとして存在して
いる」と指摘した51）。クリントン陣営の選挙担
当マネージャーは，前述のラティーノの大物政
治家であるヴィジャライゴサ・ロサンジェルス
市長やムニェス州議会下院議長，そして農業労
働組合ユナイテッド・ファーム・ワーカー
（United Farm Workers）の共同創始者ウエルタ
（Dolores Huerta）氏らからの支持を取り付け，
特に12万人あまりに上るラティーノの不在者投
票予定者と有権者に対する注意を怠らなかっ
た。

　その結果，クリントン氏はかなりのラティー
ノ票を引き出すことに成功し，ラティーノは同
氏に義理を果たし，指導力を期待したのであっ
た52）。ラティーノの経済状況から見て，執筆者
は特に移民やその子供たちで比較的最近市民権
を取得した者を含む少なくとも30パーセントの
ラティーノ票は，年収が低い市民らによるもの
であると見ており，彼らがクリントン氏を自分
たちの経済的地位を守る保護者として支持した
と考える53）。
　知名度や労働者の味方としての立場，夫の在
任中の業績，早期におけるカリフォルニアの著
名なラティーノの政治家からの支持の取り付け
のほかに，ラティーノがクリントン氏を支持し
た理由として，アフリカ系アメリカ人とラティ
ーノとの人種間の反目についても注意を払う必
要がある。オバマ氏はラティーノ票を獲得しよ
うと努力したが，現実にはそれがかなわなかっ
たからである。
　また，オバマ氏がラティーノ票を多数獲得で
きなかった別の理由として，彼の不法移民に対
する姿勢が影響を及ぼしているのではないかと
考えられる。両候補とも，全米に存在する約
1200万人と見積もられる不法移民に合法的な地
位を獲得する道を開くという点では一致し，ま
た移民法の施行をより厳格に適用することを要
請していた54）。ただし，前述のようにたとえば
不法移民に対する運転免許の発給については意
見が分かれ，オバマ氏が公共の安全を確保する
ためには，彼らへの免許の発給，運転の練習，
保険が必要であるとしたのに対し，クリントン
氏は，ときには「大統領としては，不法移民に
対する運転免許の発給を支持しない55）｣と明言
した。
　一方，ある新聞ではオークランドの約70人か
らなるラティーノの有権者の意見を紹介し，オ
バマ氏が選ばれれば移民改革を優先課題として
取り組むだろうが，クリントン氏は不法移民を
資格ある運転手とする上で後退することになる
と批判しているとの記事を掲載した56）。しかし，
はたして市民権を持つラティーノがオバマ氏の
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立場をどこまで支持していたかという点につい
て，執筆者には疑問が残る。彼らの中には，不
法移民はあくまでもアメリカ社会に非合法的に
存在しており，時には経済上のライバルである
不法移民が根付くことを手放しでは賞賛してい
ない者もいるからである。 
　第４に，今回の民主党予備選挙で女性の有権
者が男性を上回ったことも，クリントン氏にと
っては好材料となった。ラティーノに関して
は，1970年以降，女性の移民が増加しており，
これまで伝統的に男性が支配的であったメキシ
コからの移住者にも女性が多くなった57）。2008

年のカリフォルニアの予備選挙では，ラティー
ナ（女性のラティーノ）が51パーセント対49パ
ーセントで男性を上回ることが予想されていた58）。
またラティーノの高い投票率は，ラティーノの
コミュニティが市民権の獲得を推し進めてきた
成果であると言える。すなわち，今回は女性も
含めたラティーノの政治参加が進み，クリント
ン票を押し上げたのである。
　さらにその他の要因として，クリントン氏は
ホームページを開設しただけでなく，電子メー
ルでほぼ連日に亘って登録者に直接メッセージ
を伝えたことも挙げられる。その際，文頭には
ファーストネームを用いて親しみを醸し出し，
たとえば「親愛なる真理へ（Dear Mari）」とい
った具合に，あたかも大統領候補者自身が直接
メールを差し出してくれているかのような印象
をもたらすことに成功した。一方オバマ氏は，
その文頭に「友よ（Friend）」という万人向け
の言葉を用いた。クリントン氏からのメールは
大変洗練されており，常にアメリカ国旗をモチ
ーフにしたフレームワークが用いられ，時には
重要な文章を太字で強調するなど，読みやすい
ように工夫が施されていた。さらに，ひとたび
メールを開くとその最初のページから直ちに献
金ができるようにもなっていた。そして，本文
ではしばしば「あなたと私」，「私たち」といっ
た言葉を用い，有権者とともに選挙戦を闘い抜
こうとする姿勢が読み取れた。スーパー・チュ
ーズデーを前にして，夫であるビル・クリント

ンや娘も，この電子メールを利用して有権者に
支持を呼びかけた。ホームページも整ってお
り，争点に対するクリントン氏の考え方が写真
とともに順序よく掲載され，ディスカッショ
ン・ボードや演説会におけるビデオ映像なども
備わっていた。
　また，クリントン氏が偶然にも，メディアの
前で弱みを見せたことが同情を買ったとする見
方もある。選挙期間中，クリントン氏は常に疲
れもみせず，気丈に振舞っていた。しかし，カ
リフォルニアでの予備選挙の前，2008年１月７

日，ニューハンプシャー州ポーツマスで彼女が
別の側面を見せてから，一部の人々がクリント
ン氏を見る目が変わったとされる。食堂である
女性が「毎日どのようにして家を出るのです
か。女性として，家から出たり，家の支度をし
たりすることが大変なのではないですか。」と
の質問をした際，クリントン氏は痛いところを
突かれたのか，質問にはまともに答えず，テー
ブルに肘をついたまま急に口をつぐみ，目頭を
熱くした。これが，選挙期間中にクリントン氏
が公に見せた唯一のもろさであった59）。はたし
てこの一件がどのように票に左右したのかは不
明であるが，これまで初の女性大統領候補者と
して，非の打ち所がなかったからこそクリント
ン氏に反感を持っていた女性のなかには，心を
動かされた有権者がいたことも事実である。
　結論として，クリントン氏はカリフォルニア
での選挙運動中，決して弱音を吐かず，常に前
向きで強気の姿勢を見せ，組織力を生かした抜
け目ない選挙戦略を展開したことが，オバマ氏
を打破した最大の要因となった。しかし，その
後も両者による一騎打ちは続き，５月11日には
それまでクリントン氏が優位を保っていたスー
パーデリゲイトと呼ばれる代議員の獲得数
（2008年１月初旬には100人以上の差をつけてい
た）でオバマ氏に追いつかれ，それ以降オバマ
氏の優位が確立していった60）。
　ところで，2008年の予備選挙において，カリ
フォルニアは大きな役割を果たしたと言えるの
であろうか。あるメディアは，カリフォルニア
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での予備選挙はここ何十年間で初めて本当の意
味で大統領指名過程に参加しているという実感
を与えてくれたと指摘したが，同時に，あと知
恵をもってすれば，前回同様カリフォルニアが
３月上旬に予備選挙を行なっていれば，別の意
味で重要な役割を果たせたのではないかとも論
評した61）。
　しかし，全ての観点から判断して，近年にな
い高い投票率に象徴されるように，少なくとも
カリフォルニアの有権者は自らの役割を果たそ
うと高い期待を持って投票に臨むことができ
た。また，プエルトリコを含む全ての州に対し
て候補者，メディア，そして有権者が関心を注
ぎ，最後まで目が離せない戦いとなった。しか
し，候補者にとって今回の選挙は，接戦を続け
る一方で，たとえカリフォルニアやニューヨー
クなどの大票田を制しても党の大統領候補者に
指名されることのない，過酷なものとなった。
以上のことから，人口の多い州だけに片寄った
選挙運動や資金に物を言わせる選挙戦略に，今
後変化が生じる可能性をはらんだ選挙であった
と考えられる。
　最近の調査では，ラティーノの有権者，特に
若年層の有権者が着実に増加していることがわ
かっている。彼らのうち，37パーセントが19歳
以下に属する62）。人口調査の専門家は，カリフ
ォルニアで最大の合法移民であるラティーノの
うち，３人に２人が12歳から17歳の移民家族の
子供たちであること，有権者の予備軍たちは移
民の融合を促進する政策に同調するであろうと
指摘する63）。政治家たちは，もはやラティーノ
を視野に入れないで選挙戦に勝利することは，
難しくなったと言えよう。
　民主党の予備選挙が６月６日に終了すると，
元副大統領で今回の選挙に非公式に担ぎ上げら
れていたゴア（Al Gore）氏は，オバマ氏を支
持すると同月18日に表明した。クリントン氏と
オバマ氏は６月27日に，民主党内の統一を呼び
かける集会を行なった。その直後から，46歳の
民主党オバマ大統領候補と71歳の共和党マケイ
ン大統領候補との間で，早くも若者とマイノリ

ティ票を意識した戦いが各党の全国党大会を前
にスタートした。６月28日には両者がラティー
ノ票を意識して，全米ラティーノ選挙任命協会
（National Association of Latino Elected and 

Appointed Officials）で移民問題などについて
演説した。その席で，オバマ氏はイラク問題に
対するマケイン氏の政策を批判すると，マケイ
ン氏はオバマ氏が状況を理解していないと非難
した。オバマ氏は予備選挙後，中道寄りに立場
を変え，より幅の広い有権者の獲得に乗り出し
たのであった64）。

付記　本稿は，阪南大学学会『阪南論集』社会
科学編，第44巻第２号（2009年３月刊行）
“The 2008 California Presidential Primary 

Election: Focus on the Democratic Party and the 

Latino Vote”を加除修正し，日本語にしたもの
である。
2008年８月10日脱稿，2009年７月10日原稿提出

注
１）「予備選挙（Primary）」という用語は，大統領予

備選挙以外にも，州や地方の政治家，役人を選
出する際の選挙にも使用する。本論文では，今
後特筆しない限り，「予備選挙」を大統領予備選
挙の意味で使用することとする。

２）バラク･オバマ氏は，1961年８月４日，ハワイ州
生まれ。コロンビア大学で国際関係の修士（BA）
を取得後，アフリカ系アメリカ人では初めて『ハ
ーバード･ロー・レビュー（The Harvard Law 

Review）』の主幹となる。イリノイ州議会上院議
員を７年間務めた後，2004年11月２日，イリノ
イ選出の連邦上院議員になる。雑誌『タイム
（The Time）』は，2005年に世界で最も影響力の
ある人物のひとりに彼を選んだ。父はケニアで
生まれ，ハーバード大学（Harvard University）
で教育を受けた経済学者，母は白人の文化人類
学 者 で あ る（Barack Obama, Dreams from My 

Father: A Story of Race and Inheritance, New York, 

Three Rivers Press, 2004, pp. ⅶ - ⅷ ; Meet the 

Candidate, http://www.barackobama.com/ learn/
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meet_barack.php, February 5, 2008; Barack 

Obama 's  prof i le ,  ht tp ://www.ndtv .  com/

convergence/ndtv/popups/obamaprofile. asp, 

July 10, 2008）。 
　　　ヒラリー・クリントン氏は，1947年10月26日，

イリノイ州生まれ。ウェルズリー・カレッジ
（Wellesley College）を卒業後，ハーバード大学
のあるロースクールの教授に「女性は必要とし
ない」と言われたことがきっかけで同校を選択
せず，イェール大学ロースクール（Yale Law 

School）に進学。同校を1973年に卒業後，弁護
士としての仕事をはじめる。その後アーカンソ
ーに移り住み，1975年にビル･クリントン氏と結
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